
















































 Y＝a1X1 + a2X2 + b0




 data＝model + error
　すなわち、一般的な数式では以下のように表される。








































名簿 A B C D
1 45 56 83 100
2 57 68 78 90
3 32 82 62 95
4 48 74 87 88
5 62 62 74 92
平均 48.8 68.4 76.8 93





































ソース 平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率
修正モデル 5074.950a 3 1691.650 19.212 .000
切片 102961.250 1 102961.250 1169.350 .000
GROUP 5074.950 3 1691.650 19.212 .000
誤差 1408.800 16 88.050
総和 109445.000 20
修正総和 6483.750 19
a.  R2乗 = .783 (調整済みR2乗 = .742)
　「切片」が示されており、GLMを用いた結果になっているのが分かる。前述の結果の級内要因（個人差）
がここでは「誤差」という形で示されている。タイプIIIの平方和16)を用いた分析の結果、GROUP要因（教







A B C D
男
1 66 52 75 88
2 55 70 85 70
3 80 48 62 58
4 75 57 87 80
5 79 63 70 76
女
1 74 83 56 55
2 80 78 68 57
3 96 62 54 40
4 88 87 74 50
5 77 74 62 60














（CLASS）は有意（F＝325.692, df＝3, 32, p<0.05）、性別（GENDER）の主効果は非有意（F＝11.025, df＝1, 






























GLM（General Linear Model）によるパラメトリック的統計解析の統一的理解（1）（髙梨） 103
表4　分散分析表a，b
一意的な方法
平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率
テスト得点 主効果 (結合された) 988.100 4 247.025 2.723 .047
クラス 977.075 3 325.692 3.590 .024
性別 11.025 1 11.025 .122 .730
2次交互作用 クラス＊性別 2865.075 3 955.025 10.528 .000
モデル 3853.175 7 550.454 6.068 .000
残差 2902.800 32 90.713










































　結果はanovaで示しているが、内部的にlm手順を用いており、モデルの指定は score2 ～ subjects2 + 
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